
発生生態 
DNAウィルスの一種です。 
水温10～28℃で増殖します。 

本ウィルスに感染した病魚は眼球陥没や鰓の退色、びら
ん、鰓腐れなどの症状が出ます。 
多いときで感染個体の約90％が死亡します。 

防除対策 
府内では平成21年以降、本ウィルスによる疾病はありま
せんでしたが、平成24年7月に府内の池で発生が確認さ

れました。本病は「持続的養殖生産確保法」に定める特定
疾病に指定されています。発生した場合は、発生場所に
おけるコイの移動制限（移出または移入禁止）や全数処分
などのまん延防止措置が取られることになります。 

コイヘルペスウィルス病（KHVD） 
Koi Herpes Virus 

魚の病害虫 

KHV病の症状① （眼球の陥没） KHV病の症状② （鰓の退色、鰓腐れ） 
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